
※写真が入ります 

 

●昨年に引き続き、育フェ

スつながりプロジェクト（ＩＴ

P）を中心に、江古田地区ま

つり「こどもまつり部門」に

参加しました。育ラジオ・ア

フリカの太鼓ジャンベパラ

ドゥンカなどさまざま方も

●６年をかけて、子ども・

子育ての楽しい街をめざし

ているイベント。今年で６

月に三回目が終了。参加

者・来場者１６００人を超

えた。●子育て支援、アー

ト、パフォーマンス、遊び

のテーマ別の会場で、親子

や世代を超えて楽しめるワ

ークショップや講座など満

載。●イベント開催時のみ

ならず、年間を通じて、勉

強会、研究会、各地域での

実践が行われている。団体

の枠を超え、様々な世代が

関って活動が広がってい

る。 

関わりました。●テーマの

「もったいないランド」に合

わせて、リサイクルなもの

を使って「エコリンピック」

を企画。当初予定していた

紙パックの弾力性を生かし

た手作りおもちゃの「ピョン

ピョングランプリ」は、予想

以上に、こども達の指先が

複数のオーナーとカフェ店主で

つくる 「カフェ部門」とまちづくり 

の「コミュニティ部門」がドッキン

グした、多目的なカフェ 

●中野区上高田１－３４－１ 

電話０３－３３６０－３３３０ 
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中野まちのエンガワ・プロジェクト、なかの育フェスへのお問合せ●Ｅメール／nakanoikufes@gmail.com●℡０９０－４７１２－９３１９（中村） 

１１月１１日（水）19：00～ 上高田区活セ

「ママフィット体操体験」講師：野口栄子氏 

なかの育フェス虐待防止対策委員会企画。今回はあえて

対象者ではない人が、どのようなものなのか？をテーマ

に体験してみます。動きやすい服装でご参加ください。

参加費 100 円（年齢・性別は問いません）申し込み不要 

１１月２８日（土）10：00～ ＠エカイエ 

２０１６なかの育フェス 

第二回運営委員会 

★「なかの育フェス」で、アナタのアイデアを生かして、よ

り楽しいフェスに成長させませんか？決めるのはアナ

タ！終了後 12 時からは「まことカフェ」も開店しますの

で、お食事屋やスイーツも楽しめます。 

お問合せ●Ｅメール／nakanoikufes@gmail.com 
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効かないことが判明！？ 

急きょ「あき箱ツミツミ競

争」に変更というハプニン

グに見舞われましたが、単

純な競争でも遊び方次第

で燃えてくれるこども達の

姿がとても印象的で、結果

たのしいものになりました。

みんなも第四回なかの育

フェスに向けて、「運営委

員」を募集しています。な

かの育フェスは「イベントを

創りながら、自分たちの街

を創ろう」というのが目的。

開催時の２日間だけの実現

の為だけではありません。

●「こんなことが自分たち

の住んでいる街で出来たら

面白いな・・！」という事を

チョッピリ試してみる事が

出来る実験の場。そして、と

びきり反応が良い楽しい仲

間と一緒にやってみること

ができる場でもあります。

●どのように実現していく

かは、自分たちが決めて、

実行する。単純だけれど、

重要な事。●誰かにやらさ

れるのでなく、自分たちで

決めて実行していく手ごた

えを感じはじめると、結構

は楽しいのですよね。 

●毎年 6 月に開催される

「なかの育フェス」。第四回

の開催に向けて、10 月 28

日に新運営委員が集まりま

した。●次回に向けて各自

のやりたいこと等を出し合

いました。●「こども・子
育てに関わる当事者だけで

なく、高齢者や障碍を持つ人

たちも関われる祭りにした

い」「こどもが企画するお店

があったらイイナ」等あらた

な提案や企画がたくさん出

てきそうです。 

 

 
なかの生涯学習大学第二学年世代間交流ゼミ 

     「学校・地域支援の実際に学ぶ」  

１０月１５日(木)午前 於なかのＺＥＲＯ西館 

 

なかの育フェスの取り組み 
（報告者：鈴木・小玉・中村） 

「子どもと高齢者の交流と相乗効果」といった内容

で、2 団体がゲストスピーチとして招かれました。も

う一方の団体は、区内の児童館で活動されている、生

涯学習大学の卒業生の方々によるもので、子ども達と

一緒に行っている、野菜・花壇づくりを長年の実践を

続けられているそうです。 

報告して改めて気付きましたが、目的は「世代間の

交流」であっても、メンバー構成、組織作り、運営の

仕方など、方法が大きく異なっていました。それはも

う面白いほど「両極端」でした。 
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「なかの育フェス」を検索して、ＨＰやＦＢをのぞいてみてね！ 

「イベントに参加！してみる」  

なかの育フェスは、普通のイベントとちょっと違う。期間以外でも、１年中関連した活動があり、講座やＷ

Ｓ，勉強会など、育フェスに関わる人達がさまざまに企画しています。 

「まず カフェに行ってみる！」 
中野駅周辺にある、カフェ「ウナ・カメラ・リーベラ」（産業振興センターの前）や「エカイエ」（早稲田通

り沿い、中野と東中野の間）に行って、お店の人に訪ねてみよう。育フェスに関わっている人と話がで

きるかも。これがまず一番。  

※「なかの育フェス」では、非公開のＦＢがあって、育フェスに参加した人やまちのオモシロイ事に興味のある

人大歓迎。情報交換をしています。講座やＷＳに参加したりすると、グループに入る事が出来ます。 

アタック編 

現在、第四回目の運営委員を募集しています。特に「出展する」わけではないが、何か面白いこ

とやってみたい！という方、個人参加が基本なので大歓迎です。 

「まち」の誰もが参加できる、フェスなのじゃ 

カフェ？ 

ってなんで

すか？？ 


